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【写真：宮城県南三陸町歌津に架かる国道４５号歌津大橋】
津波により１２径間中８径間の主桁が流出。（写真左）

【写真：宮城県南三陸町歌津に架かる国道４５号歌津大橋】
津波により１２径間中８径間の主桁が流出。（写真左）
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※左の写真「高田松原の希望の松」
は、東日本大震災の津波で壊滅的な
被害を受けた岩手県陸前高田市にあ
る景勝地・高田松原。

ここは、約２ｋｍにわたって約７
万本の松が植えられていたが、津波
によりほぼ壊滅しました。

しかし、 ７万本の内、１本だけ
が堤防や建物（写真右）の陰になっ
て奇跡的に残ったものです。

陸前高田市はこれを「高田松原の
希望」と名付け、復興の希望のシン
ボルとしました。

紹介：岩手県陸前高田市「希望の松について

【出典：iza! Cool Cool Japan ！！！】

【写真中央下：陸前高田市の高田松原の希望の松】
【写真右の建物：陸前高田ユースホステル】
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１．地震・津波の概要

震度

7 宮城県北部

６強 宮城県中部、宮城県南部、福島県中通り、福島県浜通り

 岩手県沿岸分南部、岩手県内陸北部、岩手県内陸南部

福島県会津

青森県三八上北、岩手県沿岸部北部、秋田県沿岸南部

秋田県内陸南部、山形県村山、山形県置賜

５弱 秋田県沿岸部北部、山形県庄内、山形県最上

　　　　【表－１　　東北地方の震度　】

地　　　域

６弱

５強

すべり量（ｍ）
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震源域

200km

500km

【図－１ 気象庁発表震度分布】

【図－２ 出典：時事ﾄﾞｯﾄｺﾑ】

【図－３ 震源域 ※気象研究所発表資料を基に作成】

１－１．地震の概要
○発生日時 ：平成２３年３月１１日（金） １４時４６分
○ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ ：９．０（暫定値） 〔日本で観測された地震の内最大、世界４番目の規模〕
○震源地 ：三陸沖（牡鹿半島の東南東、約１３０ｋｍ付近）
○深さ ：約２４ｋｍ（暫定値）
○震度分布 ：表－１および図－１参照
○発震機構等 ：西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生した海溝型地震
○震源域 ：岩手県沖から茨城県沖（図３参照） 南北約５００ｋｍ、東西約２００ｋｍ

震源域は、宮城県沖など少なくとも四つの震源域にまたがり、３地震が連動発生した結果、
マグニチュード（Ｍ）９．０を観測したとの見解
滑り量は最大約２０メートルに達した（文科省：地震調査委員会発表）
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図－４ 宮城県栗原市築館 加速度波形【出典：K-NET／KiK－net地震情報】

○地震波
東北地方太平洋沖地震の地震波は、表－２に示すとおり、加速度（瞬間的な力を

示す指標）が非常に大きく、地震の継続時間も長かったが、速度（１秒間にどれだ
け変位するかの指標）および変位は兵庫県南部地震に比べ、遥かに小さい数値で
あったことが見て取れる。（各観測所での最大値で比較）

地震の継続時間が長かった理由として、東北地方太平洋沖地震は、最初の巨大な
地盤破壊の後に第２、第３の巨大な破壊が連続して起こり、特殊な地震波を形成。

このような複雑な破壊は「極めてまれ」と気象庁は発表している。

東北地方
太平洋沖地震

兵庫県
南部地震

 観　測　地 栗原市築館 神戸

（最大）加速度 ２，９３３gal ８１８gal

（最大）速度 １１０．７kine ２７０．４kine

（最大）変位 １１．８cm １９１．７cm

地震継続時間 約１８０秒 約１５秒

出典：K-NET／KiK－net地震情報

【表－２ 兵庫県南部地震との比較】
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図－５ 兵庫県神戸市 加速度波形【出典：K-NET／KiK－net地震情報】
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図－４及び図－５は築館と神戸気象台
の波形を同じスケールにし、２５秒間を
切り出したものである。これを見ると、如
何に大きな振幅で長時間揺れていたか
ということが分かる。揺れの繰り返し速さ
は、神戸のほうがかなりゆっくりしている。
（K-NET／KiK－net地震情報より）

【図－６ 速度応答スペクタル図 出典：東京大学地震研究所】

図－４及び図－５は築館と神戸気象台
の波形を同じスケールにし、２５秒間を
切り出したものである。これを見ると、如
何に大きな振幅で長時間揺れていたか
ということが分かる。揺れの繰り返し速さ
は、神戸のほうがかなりゆっくりしている。
（K-NET／KiK－net地震情報より）

過去、最も多数の建物倒壊被害に
結びついたのは、阪神大震災に
おけるＪＲ鷹取駅で観測された地

震波である。
今回の地震では、木造家屋の被

害に直結する周期１～２秒前後の
応答が100cm/s程度以下と小さく、

兵庫県南部地震の鷹取や葺合
地点（250～400cm/s）の半分以下

であった。
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【図－７ ３月１２日気象庁発表】

１－２．津波の概要
○津 波： 海溝型の大地震は大きな津波を伴うことが常であるが、今回の地震はM9．0という超巨大なものであったため、

津波の規模も大変に大きかった。我が国では、北海道から沖縄にかけての太平洋沿岸で高い津波が観測されたほか、
日本海、オホーツク海、東シナ海の沿岸でも津波が観測され、さらに、ハワイや北米・南米、および太平洋諸国にまで
津波が到達した。

岩手県の釜石、大船渡、宮城県石巻などでは、最大波が１５時２０分前後、つまり地震発生の約３０分後にこれらの地
を襲っている。※防災科学技術研究所 理事長 発表「東北地方太平洋沖地震について（速報）」抜粋

日本で初めて津波予報区全６６ブロックに津波
警報・注意報が発令された。（図－７）

港湾空港技術研究所と都司嘉宣・東大准教授の調査による気象庁調べ
（資料）毎日新聞2011.3.25

（痕跡等から推定した津波の高さ定義図）

【図-８】

3

津波の浸水範囲概況図

【図－９ 浸水範囲概況図 出典：国土地理院】 【図－１０ 浸水範囲概況図 出典：国土地理院】

各地の津波高さは図－８(前頁) 浸水範囲は図－９ ～ 図－１０を参照

仙台東部道路

常磐自動車道

三陸自動車道
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２．人的及び住家等の被害概要

２－１．被害数

　　（１）被　害　数
警察庁緊急災害警備本部　　平成２３年４月２１日　１５時００分　発表

重

傷

軽

傷

合

計

全

壊

半

壊

流

出

全

焼

半

焼

床

上

浸

水

床

下

浸

水

一

部

破

壊

非
住
家

被

害

人 人 人 人 人 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所

14,094 13,507 5,303 68,042 23,439 6 2,430 4,166 203,848 14,553 3,546 71 184 4 26

青森県 3 1 16 45 61 272 970 6 14 12 54 1,225 2

岩手県 4,068 3,759 165 17,746 1,041 3 9 728 1,226 30 4 3

宮城県 8,541 7,785 3,437 46,315 9,344 36 2,261 10,322 5,684 1,147 23 51 4 23

秋田県 4 8 12 3 3 9

山形県 2 8 21 29 37 80 21 29

福島県 1,422 1,959 149 78 227 1,961 3,921 77 3 57 25 31,732 864 19 3 9

14,036 13,504 3,931 66,331 15,356 6 110 2,307 42,839 9,002 1,228 30 92 4 23

58 3 1,372 1,711 8,083 2,320 1,859 161,009 5,551 2,318 41 92 3

※　未確認情報を含む。
※　４月７日に発生した宮城県沖を震源とする地震、４月１１日に発生した福島県浜通りを震源とする地震及び４月１２日に発生した福島県浜通りを
　　震源とする地震の被害を含む。
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２－２．被害状況写真・・宮城県南三陸町

津波が押し寄せてくる直前の写真
水位がかなり下がっているのがわかる。
【南三陸町役場前の八幡川から南東方向に撮影】

津波が押し寄せて八幡川が氾濫している。【南三陸町
役場隣の防災対策庁舎屋上から北東方向に撮影】

あっという間に、ガレキで埋もれ、橋の姿もみえなく
なった。
【南三陸町防災対策庁舎屋上から北東方向に撮影】

水位がさらに上昇し、街並みが消えた。

【南三陸町防災対策庁舎屋上から北東方向に撮影】

津波は防災対策庁舎屋上を超えた。
この写真は、屋上と海面が同じ高さになった瞬間。
さらにこの後も屋上から２ｍほど水位が上昇した。
【南三陸町防災対策庁舎屋上から南東方向に撮影】

屋上に避難した30名のうち、町長はじめ5･6名ほどが中央
の鉄柱を登り助かった。1フロア３ｍとして、３階で９ｍ、
さらに屋上より２ｍ水位が上昇したことから、津波の遡
上高は１１・１２ｍと推測される。

資料：南三陸町役場HPより6
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２－３．膨大な瓦礫の発生

今回震災の建物がれき量は、約2,500万トン（岩手・宮城・福島の３県合計）。
阪神淡路大震災の１．７倍の膨大な量となる見込み。

阪神淡路大震災では、その処理に３年と約３,200億円の処理費用を要しており、
その対応が大きな社会問題となっている。

環境省では、４２都道府県にがれき処理の受け入れを要請しているが、一部に
放射能汚染ゴミもありその対応などが課題。

図－１２ がれき量比較図 (岩手県・宮城県・福島県の合計）

がれき量は約２,５００万トン、阪神大震災の１.７倍の発生が見込まれているが、さらに増加することも想定される。

瓦礫の集積状況 （名取市） 撮影：全国建設弘済協議会
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３．整備局の災害対応

衛星を利用した通信回線

衛星通信車

３－１．災害情報の収集と通信連絡機能の確保

全国各地方整備局のTEC-FORCEが、情報通信班として通信回線を確保。迅速
な初動対応及び応急復旧への支援として、衛星通信車・Ku-SAT（小型衛星通信
装置）を設営し、地方自治体等の途絶した通信回線の確保を図っている。

緊急災害派遣隊（TEC-FORCE）の活動
【市町村支援班】

リエゾンとして被害情報を収集

全国各地方整備局から市町村支援班として、自
治体の災害対策本部や被災現場で活動している。

応急対策 延べ1,143名（567班）

合　　計 延べ4,622名（2,164班）

延べ2,638名（950班）
（河川、道路、海岸、下水道等）

被災状況調査
延べ236名（65班）

（港湾関係）　　　　　　　　　　　　　　※4月7日現在

通信支援 延べ605名（582班）

TEC-FORCEの派遣状況

平成23年4月19日現在

派　　遣　　内　　容 派遣人数（班数）

被災状況調査

３－２．緊急災害派遣隊（TEC-FORCE）の活動【被災状況調査班】

東北地方整備局所管施設（河川・海岸・道路・港湾）の被災状況調査を
実施すると共に、地方自治体からの要請により、被災状況を調査し、報告
する。

道路の被災状況調査（陥没箇所）

8
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【応急対策班】

「東北地方太平洋沖地震」による津波により、太平洋沿岸では広範囲に渡り浸水被害が発生。東北地方整備局では、行方不明者の捜索
及び早期復旧のため、全国８地方整備局からの応援車両１３０台を含め総車両台数２００台体制で排水作業等の支援活動を行っている。

名取・岩沼地区（仙台空港付近）
派遣した災害対策用車両台数

釜谷地区派遣
（佐伯河川国道事務所、川内川河川国道事務所、大分河川国道事務所より派遣）

排水ポンプ車等の派遣先
（９市５町・延べ1,716台/日）

その他の車両 ４３台(九州から5台)
対策本部車、衛星通信車
浚渫兼油回収船、応援車両等

合　計 ２０５台

排水ポンプ車 ９２台(九州から６台)

照明車 ７０台

車 両 種 別 車両数 備　　考

佐伯河川国道事務所 排水ポンプ車派遣 川内川河川事務所 排水ポンプ車派遣 大分河川国道事務所 待機支援車派遣

9

３－３．緊急輸送路の確保 ★被災地の復旧、復興の為の最重要課題★

津波による大きな被害が予想される沿岸部への進出のため、
「くしの歯型」救援ルートを設定した。

10
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３－４．海岸施設の主な被害

仙台湾南部海岸の被害状況
●山元海岸の被災状況（宮城県山元町）

11

３－５．河川施設の主な被害と対応

直轄管理河川における水系別被害発生箇所数

総被害箇所数 １，１９５箇所 （平成23年4月19日現在） 3月19日

3月17日

3月16日

　　※備考欄の「確保済み」は兼用堤防の交通確保済みを表す。

箇所番号

１

２

３

１３

１４

１５

４

５

６

７

水系名

北上川

北上川

北上川

北上川

北上川

８

９

１０

１１

１２

河川名（距離標） 市 町 名

北上川下流左岸0㎞付近北上川 宮城県石巻市北上町十三浜

鳴瀬川

阿武隈川

阿武隈川

阿武隈川

北上川

鳴瀬川

鳴瀬川

鳴瀬川

１７

１８

阿武隈川

阿武隈川

北上川

北上川

１６

２１ 鳴瀬川

鳴瀬川２２

北上川

鳴瀬川２０

１９

２６

２７

２８

２９

２３ 阿武隈川

２４

２５

鳴瀬川

鳴瀬川

北上川

北上川

北上川

北上川

新江合川右岸3㎞付近

鳴瀬川右岸12㎞付近

吉田川左岸15㎞付近

吉田川左岸15㎞付近

江合川左岸21㎞付近

江合川左岸22㎞付近

江合川右岸29㎞付近

鳴瀬川右岸0㎞付近

鳴瀬川右岸30㎞付近

阿武隈川下流右岸31㎞付近

阿武隈川上流右岸11㎞付近

阿武隈川下流右岸32㎞付近

阿武隈川下流右岸0㎞付近

北上川下流右岸1㎞付近

北上川下流左岸2㎞付近

北上川下流左岸36㎞付近

鳴瀬川左岸20㎞付近

鳴瀬川左岸11㎞付近

江合川右岸27㎞付近

江合川左岸27㎞付近

阿武隈川下流左岸29㎞付近

鳴瀬川左岸30㎞付近

鳴瀬川左岸29㎞付近

阿武隈川下流右岸22㎞付近

宮城県石巻市針岡

宮城県涌谷町上谷地

宮城県涌谷町中島乙

宮城県大崎市古川渕尻江合川左岸26㎞付近

江合川右岸14㎞付近

江合川左岸14㎞付近

北上川下流右岸4㎞付近

宮城県大崎市古川下中ノ目

宮城県大崎市古川下中ノ目

宮城県角田市坂津田

宮城県角田市野田

宮城県大崎市古川渕尻

宮城県大崎市古川福沼

宮城県美里町二郷

宮城県美里町練牛

宮城県大崎市鹿島台

宮城県大崎市鹿島台

宮城県大崎市鹿島台

宮城県亘理町荒浜

宮城県角田市枝野

宮城県丸森町小斉

福島県伊達市梁川

宮城県大崎市楡木

宮城県美里町平針

宮城県美里町平針

宮城県東松島市野蒜

宮城県大崎市下伊場野 240m

420m

宮城県石巻市針岡

宮城県石巻市北上町十三浜

宮城県登米市東和町

宮城県大崎市古川福浦 160m

220m

170m

290m

70m

170m

270m

一式

一式

165m

本復旧中

確保済み3月20日270m

4月11日

4月12日

3月13日 3月13日

80m

144m

98m

800m 3月20日

3月27日330m

確保済み

確保済み

4月6日

3月24日 4月9日

3月26日

3月16日

4月2日

4月4日

3月16日

200m

200m

3月17日

3月24日

300m

300m

67m

220m

3月25日 4月10日

4月7日

4月8日780m

600m

650m

完了月日 備 考着手月日復旧延長

確保済み3月14日

3月15日3,770m 確保済み

1,100m

緊急復旧箇所数一覧 （平成23年4月19日現在）
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緊急復旧箇所（河川）
【箇所番号－２】 【箇所番号－５】 【箇所番号－１２】

13

３－６．道路施設の主な被害と対応

14
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緊急復旧箇所（道路）
【箇所番号－①】 【箇所番号－③】 【箇所番号－⑬】

15

３－７．岩手県普代村 防潮堤・水門の効果

★普代村は浸水被害ゼロ、水門が効果を発揮★
三陸沿岸に面した普代村は、1896年の明治三陸大津波では、1010人の死者や行方不
明者をだしている。今回の東日本大震災では、行方不明者1人のみで死者はゼロ。
延長155m高さ15.5mの水門と防潮堤が3,000人の村民と集落を守った。

太田名部地区の集落を守った防潮堤（写真の手前が海）
出典：読売新聞

16
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４．建設弘済会・建設協会の災害対応

４－１．災害対策本部・支部の設置

東北建設協会災害対策要領に基づき、３月１１日（金）１４時４６分の地
震発生直後の１５時００分に災害対策本部（本所）、災害対策支部（青森・
岩手・仙台・秋田・山形・福島の各支所）を設置、非常体制を構築し、災害
対応活動を開始した。

【災害対策本部状況】

４－２．防災エキスパート等の支援活動

「東北地方整備局所管の防災業務の応援に係る協定」に基づき、防災エキス
パート等による支援活動を地震発生直後から実施している。平成２３年４月２
１日（木）１８時００分現在、東北地方整備局の９事務所管内に延べ１，８２
９人を派遣している。

１）被災状況の把握 ２）災害復旧工事の立会

■建設通信新聞 ２０１１年４月６日掲載・第１面

３）リエゾン活動の支援

４）TEC-FORCE支援活動 ５）仙台地区排水処理対策 ６）津波痕跡調査支援

17

広大な地域に未曾有の被害をもたらした東日本大震災の復
興に、日本国民が心を一つにして立ち向かわなければならな
い今、九州建設弘済会も公益法人として社会的責任を果たす
ため、積極的に支援活動を行っています。

５．（社）九州建設弘済会の災害支援

①緊急支援物資の支援 ３月中旬 東北建設弘済会へ水や食料等の支援
②支援金の寄附 ３月中旬 岩手県、宮城県、福島県へ

それぞれ１００万円づつ寄附
③従業員によるカンパ ４月上旬 東北建設弘済会へカンパによる支援
④人的支援 H23/3/24～4/21 全国各弘済会と連携し

河川・道路施設の被災調査支援

18
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５－１．第１班支援活動

【第１班】平成２３年３月２４日～３月３１日
【活動内容：仙台河川国道事務所管内

国道４号仙台市郊外～大衡村間 道路被災状況調査】

【道路被災状況】

【橋梁被災状況】 【歩道段差確認】

【被災箇所調査とのポストコーンの設置】

【橋梁(橋台、主桁）被災確認)】 【歩道部AS舗装段差確認】

【浸水範囲概況図 出典：国土地理院】

仙台東部道路

常磐自動車道

三陸自動車道

津波浸水範囲概況図でわかるように、国道６号、４号ともに、盛土で構
築された常盤自動車道と仙台東部道路（共に自専道）の内陸側に位置し
ており、その自専道が堤防の役目を果たし、津波の浸水を防いだため、
直轄国道の被害が少なかった。

国道
6号

国道
4号

19

５－２．第２班支援活動

【第２班】平成２３年３月３１日～４月７日
【活動内容：仙台河川国道事務所管内 福島県境～岩手県境

国道４号、６号、４５号 道路被災状況調査】

①道路施設等の被災状況調査及び災害モニュメント（遺構）発見と保存作業
②道路区域内の津波到達、冠水状況調査（痕跡等から判断）
③道路法面等の津波遡上状況調査（痕跡等から判断）

仙台河川国道事務所管内 直轄道路被災状況

【気仙沼国道維持出張所】

【道路施設等の被災状況調査及び災害モニュメント（遺構）発見状況】

【門型の道路情報表示板被災・保存】
持ち帰り不可のため、瓦礫処分されないよう保存
対象物件シートをくくりつけ、記録し保存。

【道路施設等の被災状況調査】

【道路照明灯被災】 【津波によるAS舗装部流出】

【津波到達時刻と思われる出張所内の時計を発見・保存】

【津波浸水想定区域越え確認】 【津波遡上高調査 推定約１１ｍ】

【道路区域内の津波到達、冠水状況、遡上高（痕跡等から判断）調査】

20
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21

大島

最知

最知

大谷

大島

大谷

気仙沼市

気仙沼市

道の駅大谷海岸

津波は、大島を通り抜け気仙沼市や気仙沼市の南部、最知地区（黄色マークの気仙
沼国道維持出張所）や大谷地区（道の駅大谷海岸）も壊滅状態に追い込こんだ。

気仙沼国道維持出張所

宮城県気仙沼市（南部） 震災前

震災後

５－２．第２班支援活動

【出張所周辺被災状況】

【気仙沼国道維持出張所 被災状況】

【出張所周辺被災状況】

【流された道路巡回車】 【出張所内被災状況】

【道の駅大谷海岸 被災状況】

【JRと一体型の道の駅大谷海岸被災状況】 【道路案内標識被災状況】

道の駅大谷海岸

気仙沼国道維持出張所

Ｎ

５－３．第３班支援活動

【第３班】平成２３年４月７日～４月１４日
【活動内容：北上川下流河川事務所管内 直轄河川緊急復旧工事進捗状況調査及び排水ポンプ稼働状況調査】

①北上川、江合川、新江合川、鳴瀬川、吉田川での緊急復旧工事１７箇所及び旧北上川での維持工事対応２箇所の進捗状況等の確認。
②大曲地区と釜谷地区での行方不明者捜索活動を支援する排水作業（全国の整備局の排水ポンプ車出動）の活動状況を確認

【地震による堤防の被災状況】

新江合川 右岸堤 被災状況（堤防沈下、堤防法面崩壊）

【緊急復旧工事の進捗状況】

緊急復旧個所状況

新江合川崩壊堤防の緊急復旧工事施工中 復旧工事が完了した堤防

22
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５－３．第３班支援活動

【地震による堤防の被災状況】

【排水ポンプ稼働状況確認】

北上川左岸 堤防決壊・法面崩壊

緊急災害復旧工事 施工中

緊急災害復旧工事 完了

排水ポンプ車稼働とあわせ行方不明者捜索活動状況

川内川河川事務所 排水ポンプ車稼働状況排水ポンプ車稼働状況

排水ポンプ車稼働状況

川内川河川事務所 排水ポンプ車稼働状況

排水ポンプ車稼働状況

23

５－４．第４班支援活動

【第４班】平成２３年４月１４日～４月２１日（第３班からの継続調査）
【活動内容：北上川下流河川事務所管内
直轄河川緊急復旧工事進捗状況調査及び排水ポンプ稼働状況調査】

①北上川、江合川、新江合川、鳴瀬川、吉田川での緊急復旧工事１７箇所
及び旧北上川での維持工事対応２箇所の進捗状況等の確認。

②大曲地区と釜谷地区での行方不明者捜索活動を支援する排水作業
（全国の整備局の排水ポンプ車出動）の活動状況を確認
※１～１７までは、第3班より継続して調査、１８～２３及び維持工事は今回追加調査箇所。

【緊急復旧工事の進捗状況の確認】

【巨石張り状況】

緊急復旧個所状況

【排水ポンプ稼働状況の確認】

【排水完了】【排水状況】

【L型擁壁設置状況】

【緊急復旧箇所調査状況】

【緊急復旧箇所調査】 【緊急復旧箇所調査】

24
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津波は、防潮堤（H=5.5m L=2km）を簡単に破壊し陸前高田市を襲い壊滅させた。
そのときの津波の遡上高は11mを記録。

また、陸前高田市小友町や大船渡市末崎では、津波が左右から押し寄せ、通り抜
けているのがわかる。

津波は、気仙沼市沿岸部から約５km奥の内陸地までおよび気仙沼市街地全体を壊
滅に追い込んだ。
また、大島は津波が左右から押し寄せ、通り抜けているのがわかる。

岩手県陸前高田市 宮城県気仙沼市
震災前

震災後

震災前

震災後

防潮堤

約5km

気仙沼市

大島

気仙沼市

大島

陸前高田市

大船渡市末崎

陸前高田市

陸前高田市小友町

大船渡市末崎

陸前高田市小友町

Ｎ Ｎ

５－５．衛星写真でみる被害状況

25

衛星写真でみる被害状況

津波は本吉町全体をのみこみ、壊滅させた状況が確認できる。 北上川河口付近流域の一帯は、津波により海もしくは川と化した。
また、北上川を逆流した津波は細かく入り組んだ山間部の谷部分の隅々まで到達し
たことも確認できる。

宮城県石巻市釜谷（北上川下流河口）
震災前

震災後

震災前

震災後

宮城県気仙沼市本吉町

Ｎ

本吉町

本吉町

釜谷

石巻市釜谷北上町

北上町

本吉

石巻市釜谷

26



2017/12/25

15

５－６．(社) 九州建設弘済会の支援活動 生活環境

地震で被災した旅館全国弘済協議会の支援隊は宿泊。 持参したガスコンロでミネラル水を沸かして味噌汁
等をつくって朝食。その後現場へ出発。

事務所で国土交通省職員と作業の打ち合わせ後
現地にて作業開始。

昼食はカップめんやアルファー米をつくって昼食。宿に帰り、その日毎の調査報告書取りまとめ。就寝前に、河川調査隊と道路調査隊の意見交換。

九州支援隊は、第１班～第４班各２名づつ、計８名が３/２４～４/２１まで１週毎に東北地方整備局の仙台河川国道事務所、北上川下流河川事務所
に派遣されました。
地震によるライフラインの断裂で、旅館では、入浴時の水・シャワー禁止（水道管断裂）、シャンプー禁止（下水道処理施設浸水）など上下水道の制

限がありました。
現場は、津波がもたらした海底のヘドロ（硫酸含み）が乾燥した砂ぼこりや津波で打ち上げられた養殖がきの腐った異臭が鼻や目を攻撃し、重度の

鼻づまりや目の腫れ・充血という厳しい環境の中の作業でした。
食糧に関しては、各店舗が閉店していたため、持参したアルファー米とカップめんや缶づめで過ごしましたが、４月に入りライフラインの復旧や店

舗の開店がみられ、旅館の風呂も普通に使用可能となり、回復の早さには驚きました。
また、作業中や宿泊中も常に余震が発生し、就寝中に旅館の天井が落ちるなど、常に余震を気にしながらの生活でした。
旅館には全国弘済協議会メンバーをはじめ、１００名以上のボランティアや全国の電気・ガス関係の支援者も大勢おり、みんなで東北を支援しよう

とする一体感を感じました。
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